
 

 

子どもを叱る時 

 

皆さんは、どんな時にお子さんを叱りますか？考えてみると、案外、必要な時というより、そ

の時の感情にまかせて、叱りたい時に叱っている（いえ、怒っている）ことが多いのではないで

しょうか？  

人間ですから、疲れることもあり、わけもなくイライラすることもあります。本当は、冷静に

考えてみると、原因は子どものことではないのに、（朝、お父さんとごみ出しのことで言い合いに

なった）とか、（家のことがちっとも片付かないのに、お客さんがくる）とか、こんな時に「お兄

ちゃんがたたいた～」「ぼくの車とってった～」などと兄弟げんかがおこったり、いらいらしてい

るところに、おつゆをこぼした、お茶碗を割った、こんなことがあると、いらいらも頂点に達し

て、そして、そのあと自己嫌悪に陥ってしまいます。  

ともすると、自分だけがこんなひどいことをしているんだと、落ち込みがちですが、一呼吸お

いて、「みんな一緒。どこのお母さんだって、そうなんだ。」と思ってみて下さい。本当にそうな

んですから！完璧な子育てをしている人なんて、誰もいませんし、できるはずもありません。子

育てって、もともと今日はうまくいっても、あしたは最低、ということの繰り返しなのです。そ

うしながら、子どもの寝顔を見ながら「ごめんね、怒ってしまって・・・」と謝っているうちに、

子どもは育っていき、ふと気がつくと、Ｂ組ぐらいになっていて、「そういえば、この頃癇癪おこ

さんようになってきたね」「何か、集中して遊んでることが多くなって、あまり手がかからんよう

になってきたね。」という日が増えてくるものです。どうぞ、その日を楽しみに、今を乗り切りま

しょう。  

いらいらして、怒りをぶつけた日は、横に置いておくとして、どうしても叱らなければいけな

いことは、確かにあります。  

それは、命に関わる危険なことをした時と、お年寄りや弱い子を粗末にした時です。これ以外

のことは、叱るのではなしに、「よく言い聞かせる」ことが基本です。子どもは、わざと悪いこと

をしようと思っているわけではなく、これまで生きてきた短い人生経験の中では、どうしたらよ

いのか、答えがないだけなのです。知らないから、ぬれたタオルで台所をべちゃべちゃに汚し、

「何やってるの！？」と叱られるのでは、子ども達がかわいそうです。知らずにやってしまった

ことを厳しく叱責していると、平気で嘘をつく子や、親の顔色ばかり見る子に育ちやすいのです。  

電車や、車の中で、ふざけたり、走り回る子がいます。イベント会場でもよく走り回っている

子がいます。こんな時は、会場へ着く前に、何故、今から行く所では静かにしていなければいけ

ないか、よく話して聞かせます。失敗して叱られる前に、きちんと説明されると、子どもには、

自分が大切にされ、尊重されている、という思いが伝わります。そうすると、ちゃんと親の思い

を受け入れてくれるものです。  

お子さんに言い聞かせることができる親というのは、基本的に「きちんと話せばわかってくれ

る」という、お子さんへの信頼を持っている人です。信頼されれば、子どもはちゃんと親の思い

に応えてくれるものです。どの子も認めてほしい、ほめてほしいと思っている、ほんとにいとし

い存在。これが子どもです。そのことを忘れず、心をこめて語る時が、少しでも多くなるといい

ですね。 


